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でんごん広場の掲載申し込みは、
秘書広報課（☎㉕１１５５）へお
問い合わせください。

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ
「定期発表会2013」

日時　 １月27日㈰　正午～午後３
時45分　

会場　市民文化会館
費用　700円（一部チャリティー）
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　冨岡☎090-9003-0246

サークルいろは（書道）
日時　第１・３月曜日
　　　午後２時～午後３時30分
場所　北泉公民館
対象　  初心者から師範取得希望者ま

で
費用　月会費 1,500円（教材費別途）
問い合わせ　高橋☎090-1844-3476

★ ２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

橋
はし
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　こはるちゃん（児玉町塩谷）
〈平成20年生まれ〉

矢
や

嶋
じま

　瞳
ひとみ

ちゃん（日の出４丁目）
〈平成21年生まれ〉

笑顔がステキな
こはるちゃん
お誕生日おめで
とう。アイドル
目指してがんばっ
てね

ひーちゃん４歳
おめでとう。ひー
ちゃんの笑顔が
みんな大好きで
す。

髙
たかくわ

桑　渉
わたる

ちゃん（けやき２丁目）
〈平成22年生まれ〉

３歳おめでとう！
いつもわんぱく
なわっくん、こ
れからも元気いっ
ぱいでたくさん
遊ぼうね！

今
いま

井
い

　健
けん た ろう

太郎ちゃん（日の出３丁目）
〈平成24年生まれ〉

いつも素敵な健
ちゃんの笑顔が
大好きだよ！１
歳のお誕生日お
めでとう

１月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは１月15日㈫必着です。

大
おお

谷
たに

　美
み

月
つき

ちゃん（緑１丁目）
〈平成20年生まれ〉

５歳のお誕生日
おめでとう！大
好きだよ♪これ
からも元気いっ
ぱい遊ぼうね。

島
しま

田
だ

　蒼
あお

生
い

ちゃん（緑１丁目）
〈平成22年生まれ〉

蒼ちゃん３歳の
誕生日おめでと
うこれからも
弟の蓮ちゃんと
仲良くね。

でんごん
広場

みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集募行

宝くじ収益金で
　　祭り囃

ば や し

子備品等を整備

　㈶自治総合センターが実施している
平成24年度宝くじ助成を受けて、上
町自治会（児玉地域）では祭り囃子衣
装、太鼓等を購入しました。

市長に「本庄市農業施策に関する建議書」を提出

　11月26日、本庄市農業委員
会の代表が、放射能の風評被
害対策、後継者対策、地産地消・
食育の推進についてなど、12
項目からなる建議書を市長に
手渡しました。

善意ありがとう

　　ございます

　阪上八郎様（朝日町
１丁目）から、５万円
のご寄附をいただきま
した。「ふるさと創生
基金」に積み立て、有
効に活用させていただ
きます。ありがとうご
ざいました。

　めでたく100
歳を迎えられた
井上クニ子さん
（大正元年11月
17日生まれ）を、
吉田市長が訪問
し、お祝いの「寿
状」を手渡しま
した。

▲井上　クニ子 さん
（小和瀬）

募

行
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※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
７日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪・２月４日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
７日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪・２月４日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
11日㈮～14日㈷、25日㈮～28日㈪

今月の納税納付 ［納期限：１月31日㈭］
・市・県民税　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　１月７日㈪・２月５日㈫　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

金
の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

第一級の赤れんが倉庫であることが判明

　

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補 

助
対
象
（
次
の
①
〜
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
事
業
者
）

① 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

② 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
又

は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を
し

て
い
る
事
業
者

③ 

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④ 
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　

３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　

　

 

加
入
従
業
員
１
人
に
つ
き
１
年

間
あ
た
り
２
、
４
０
０
円
（
上

限
）

申 

込　

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
商
工
課
へ

※
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

　

１
年
を
通
し
て
発
生
す
る
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
特

に
冬
季
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
力
が
と
て
も
強
く
、
食
品

を
介
さ
な
く
て
も
人
か
ら
人
へ
容

易
に
感
染
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

加
熱
調
理
す
る
も
の
は
、
中
心

部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
。（
中

心
温
度
85
℃
で
１
分
以
上
）

○ 

ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど

は
よ
く
洗
い
、
熱
湯
や
漂
白
剤

で
殺
菌
し
て
使
う
。（
ア
ル
コ
ー

ル
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
）

○ 

食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど

は
、
石
け
ん
で
手
を
十
分
に
洗

う
。

○ 

感
染
者
の
便
や
お
う
吐
物
を
処

理
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
と
使

い
捨
て
手
袋
を
着
用
し
、
塩
素

剤
で
消
毒
を
行
い
、
汚
染
が
広

が
ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
す

る
。

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　今回の調査によれば、この赤れんが倉庫は明治29年に
現在の清水建設株式会社の前身である清水店の技師長であ
る岡本 太郎、清水釘吉（のち初代の清水組社長）が設計
し同店が施工した建造物であることが判明。明治初期の帝
国大学出身の若い設計者による、最も本格的な赤れんが倉
庫の設計であり、日本の近代建築産業の高い品質を作り上
げてきた企業により施工され、そのデザインや構造は当時
の最も先進的な情報を土台に建設されたことなど、大変貴
重な建造物であることが分かりました。
　耐震診断については、南北に長い壁面や二階の床の強度
不足はあるものの、鉄骨フレームによる補強方法により耐
震基準を満たすことができ、内部活用も可能との結論が出
されました。建造物自体、長い年月がたっているがしっか
りしているとのことでした。
　全国的に見ても第一級の赤れんが倉庫。市では今後この
報告書の内容を踏まえつつ、財源などを勘案し、市民の皆
さまのご意見もいただきながら、敷地も含めての活用方法
を検討してまいります。　

　中山道沿いに建つ国登録有形文化財である「旧本庄商業
銀行煉

れん

瓦
が

倉庫」。
　明治29年に竣工したこの赤れんが倉庫は、歳月を経て
昭和52年からローヤル洋菓子店舗となりました。移りゆ
く中山道沿いの中でもひときわ美しく、いつしか市のシン
ボル的建造物となり、平成９年６月には国の登録有形文化
財に登録され、近年には映画「JAZZ 爺 MEN」のロケに
も生かされるなど、市民の皆さまに親しまれてきました。
　平成23年洋菓子店の閉店に伴い、本庄市はこの建造物
が果たしてきた経緯に鑑み、外観保存を目的として建物と
土地を取得しました。そのうえで、建造物の歴史的価値の
検証や、耐震診断、将来に向けた活用が可能かどうかも含
め、早稲田大学の本庄プロジェクト推進室を通じて同大学
に調査をお願いしました。大学側では市の意向を受け、創
造理工学部建築学科の４つの研究室合同のプロジェクト
チームが発足し調査を開始。そして昨年12月３日に調査
結果の報告を受けました。


